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交通安全街頭キャンペーン

交通安全グッズを活用

カーブミラー清掃活動

横断歩道は歩行者優先

えびの警察署
 地域交通課

水田 優 課長
す い   た まさる

　例年、秋や冬の夕暮れ時、夜間に交通事故が
多く発生しています。交通事故に巻き込まれない
ためにも、反射材などの交通安全グッズを活用し
て、歩行者自身がドライバーから見えやすくするこ
とが大切です。
　反射材用品には、たすきや手首・足首のバン
ド、キーホルダーなどさまざまな物があります。
反射材を身に着けることで、ドライバーに自分の
存在を早めに知らせることができます。外出する
ときは、明るい服装を心掛け、反射材などの交通
安全グッズを活用しましょう。

　横断歩道で歩行者が優先なのは、マナーでは
なくルールです。ドライバーは、横断歩道を渡ろう
としている人がいたら、一時停止しなければいけ
ません。
　また、歩行者も横断歩道を渡るときには、手を
上げるなど、ドライバーに横断する意思を明確に
伝えるようにしましょう。
　えびの郵便局前には令和3年6月からモデル横
断歩道が設置してあります。これは、宮崎県独自
の取り組みで、特に注意してほしい場所が指定さ
れ、紅白の横断歩道となっています。

　年 4 回、えびの地区交通安全協会やさまざま
な団体が連携して、街頭キャンペーンを行ってい
ます。交通安全の啓発チラシを配るなどして、
安全運転を呼びかけています。

　毎年、えびの市交通指導員会が市内のカーブ
ミラーの清掃を行っています。汚れが付着したミ
ラーを丁寧に磨き、ドライバーが見やすくなるよ
うにしています。

交通事故は一瞬の出来事です。ちょっとした不注意や
過信によって、誰もが加害者にも被害者にもなり得ま
す。交通事故を未然に防ぐために、私たち一人一人が
できることを考えましょう。

えびの市 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年

交通事故
発生件数 24 35 23

負傷者 28 40 28

死者 0 1 0

　 令和 4 年 令和 5 年 増減

交通事故
発生件数 8 15 +7

負傷者 11 14 +3

死者 0 1 +1

※交通事故の当事者の中で、一番過失が重い人
参照：宮崎県警察本部「えびの市の交通事故発生状況」

参照：宮崎県警察本部「えびの市の交通事故発生状況」

■えびの市 第一当事者※
　年代別事故発生状況（令和 4 年）

反射材用品の例モデル横断歩道（えびの郵便局前 ）

　

え
び
の
市
の
交
通
事
故
（
人
身
事
故
）

発
生
件
数
は
、
令
和
3
年
は
例
年
に
比

べ
増
加
し
ま
し
た
が
、
令
和
4
年
で
は

減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
5
年

8
月
31
日
時
点
の
状
況
を
見
る
と
、
交

通
事
故
発
生
件
数
、
負
傷
者
と
も
に
昨

年
よ
り
も
増
加
し
、
う
ち
1
件
は
死
亡

事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
の
内
容
は
、
令
和
4
年
の
事
故

発
生
件
数
23
件
の
う
ち
、
車
両
同
士
に

よ
る
追
突
事
故
が
10
件
、
出
合
い
頭
で

の
事
故
が
6
件
と
、
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
（
宮
崎
県
警
察
本
部
「
え
び
の
市

の
交
通
事
故
発
生
状
況
」
よ
り
）。
そ
の

他
に
は
、
右
左
折
時
の
事
故
や
人
対
車

両
の
事
故
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
当
事
者
を
年
代
別
で
み
る
と
、

え
び
の
市
で
は
65
歳
以
上
が
52
・
2
％

を
占
め
、
高
齢
者
に
よ
る
事
故
が
多
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

移
動
手
段
と
し
て
自
家
用
車
が
必
要

な
た
め
手
放
す
こ
と
が
で
き
ず
、
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
が
難
し
い
高
齢
者

が
多
く
存
在
す
る
の
が
実
情
で
す
。
そ

の
た
め
、
日
頃
か
ら
交
通
安
全
の
意
識

を
高
め
て
い
く
な
ど
、
交
通
事
故
を
防

ぐ
た
め
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
内
で
は
、
事
故
件
数
が
増

加
し
て
い
る
と
と
も
に
、
残
念
な
が
ら

7
月
に
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

全
体
で
見
る
と
、
第
一
当
事
者
の
割
合

の
多
く
を
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。

特
に
多
く
発
生
し
て
い
る
の
は
、
脇
見

運
転
や
前
方
不
注
意
に
よ
る
追
突
事
故

で
す
。
駐
車
場
で
の
確
認
不
十
分
に
よ

る
接
触
事
故
な
ど
も
多
い
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
は
集
中
し
て
注
意
す

れ
ば
防
げ
る
も
の
で
す
。
運
転
を
す
る

と
き
は
集
中
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
時
間
に
余
裕
が
な
い
と
事

故
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
車

を
運
転
す
る
と
き
は
、
余
裕
を
持
っ
て

行
動
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
日
が
暮
れ
る

の
が
早
く
な
り
、
夕
暮
れ
時
の
事
故
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
運
転
者
は

暗
く
な
っ
て
き
た
ら
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
、
歩
行
者
は
明
る
い
服
装
や
反
射
材

の
活
用
・
明
る
い
時
間
帯
に
歩
く
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

■過去 3 年間の市内の交通事故発生状況
　（えびの警察署管内）

■ 8 月31日時点の前年との比較

交通事故ゼロを
目指して

interview

ドライバー・歩行者 歩行者
20歳代
21.7％

65歳以上
52.2％

60～64歳代
17.4％

40歳代
8.7％
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自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
上
の
「
軽
車
両
」
で
車
の
仲
間
で
す
。
車
と
同
じ
よ
う
に
、

運
転
す
る
人
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
交
通
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　自転車は、歩道と車道の
区別があるところでは車道を
通行することが原則です。車
道を通行する場合は、左側に
寄って通行しなければなりま
せん。右側通行は禁止されて
います。

（参照：警察庁資料）

　信号機のある交差点では、信号に従って安全を確
認して通行しましょう。自転車は、対面する車両用信
号に従うのが原則です。「歩行者・自転車専用」と表
示されている信号機がある場合や横断歩道を通行す
る場合は、歩行者用信号機に従わなければなりませ
ん。
　また、道路標識等で一時停止すべきとされている
場所では、必ず一時停止して安全を確認しましょう。

　前方の安全確認だけでなく、歩行者や車に自転車
の存在を知らせるためにも、夜間は必ずライトを点灯
しましょう。

　自転車は車の仲間なので、飲酒運転は禁止です。
お酒を飲んだら絶対に運転してはいけません。また、
酒気を帯びて自転車を運転する恐れがある人に自転
車を提供したり、酒類を提供したりしてはいけません。

約 2.1倍！

　ヘルメット非着用時の致死率（※）は、着用時に比べて
約2.1倍高くなっています。また、自転車乗車中にヘルメッ
ト非着用で亡くなった人のうち、約 6 割が頭部に致命傷を
負っています。自転車事故による被害を軽減するためには、
頭部を守ることがとても重要です。
※致死率とは、死傷者のうち死者の占める割合をいう。

◉「普通自転車歩道通行可」の道路
　標識や道路標示があるとき
◉13歳未満の子どもや70 歳以上の
　高齢者、体の不自由な人が運転しているとき

◉車道や交通の状況からみて通行の安全確保の
　ためにやむを得ないとき
　・道路工事している
　・駐車車両が続いている
　・交通量が多く道幅が狭い など

　 歩 道を 通 行するときは、
車道寄りの部分を徐行（すぐ
に停止できる速度で通行する
こと）します。歩道では歩行
者優先です。歩行者の通行
を妨げるときは、一時停止し
なければなりません。

普通自転車が例外的に歩道を通行できる場合

5 万円以下の罰金
5 年以下の懲役または100 万円以下の罰金

　

自
転
車
運
転
中
の
「
な
が
ら
運
転
」
は
、

周
囲
が
見
え
に
く
い
・
音
が
聞
こ
え
に

く
い
・
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
な
ど

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
の
原

因
と
な
る
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

　

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
は
、
令
和
3

年
4
月
1
日
か
ら
「
宮
崎
県
自
転
車
の

安
全
で
適
切
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例
」
で
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
で
も
、
自

転
車
の
運
転
者
に
多
額
の
損
害
賠
償
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
は
、

兵
庫
県
で
小
学
生
が
加
害
者
と
な
っ
た

事
故
に
対
し
、
9
5
2
1
万
円
の
高
額

賠
償
が
求
め
ら
れ
た
事
例
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

自
転
車
保
険
に
は
、
単
体
の
保
険
の

ほ
か
、
自
動
車
保
険
な
ど
に
特
約
で
付

帯
で
き
る
も
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

で
手
軽
に
加
入
で
き
る
も
の
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一

に
備
え
て
、
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
等
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
利
用
者
（
未
成
年
除
く
）

●
保
護
者
（
監
護
す
る
未
成
年
者
が

　

自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
）

●
事
業
者
（
事
業
活
動
で
自
転
車
を

　

利
用
す
る
場
合
）

●
自
転
車
貸
付
業
者
（
貸
し
付
け
に

　

供
す
る
自
転
車
）

加
入
義
務
対
象
者

考えよう 考えよう 交通安全交通安全

自転車安全利用五則

1

2

3 4

3カ月以下の懲役または 5 万円以下の罰金罰則 2 万円以下の罰金または科料罰則

罰則
罰則

3カ月以下の懲役または5万円以下の罰金等罰則

自転車乗車中のヘルメット着用状況別の致死率
（平成 30 年～令和 4 年合計）

　自転車を利用する全ての人は、自転車事故による
被害を軽減するために、乗車用ヘルメットを着用し
ましょう。幼児・児童を保護する責任のある人は、幼
児・児童を自転車に乗せるときには、乗車用ヘルメッ
トを着用させるようにしましょう。
　ヘルメットは頭のサイズに合ったものを選び、深く
かぶってあごひもをしっかり締めるなど、正しく着用し
てください。
※改正道路交通法で、令和5年4月1日から全ての自転車利用者を対
象に、ヘルメットの着用が努力義務化されました。

5

ヘルメット
着用

ヘルメット
非着用

0.27％

0.58％

イヤホン等使用運転スマートフォン等使用運転

傘さし運転
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通知はがき

講習や検査は予約制です。通知はがきが届いたら、すぐ
に内容を確認して、講習や検査の電話予約をしてくださ
い。予約が遅れると、近くの教習所等での受講ができな
かったり、更新に間に合わなかったりすることもあります。
早めに予約をしましょう。

宮崎県警察本部では、警察職員や看護師が、認知
症や一定の病気のある人、運転に不安を感じてい
る人、その家族などからの相談を受け付けています。
秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

い  …75歳以上「高齢者講習」・「認知機能検査」・「運転技能検査」

ろ  …75歳以上「高齢者講習」・「認知機能検査」

は  …70歳～74歳「高齢者講習」

都城運転免許センター ☎ 0986-25-9999
えびの警察署 ☎33-0110

ここをここを
確認確認!!

　

運
転
免
許
証
の
更
新
は
、
誕
生
日
の

1
カ
月
前
か
ら
誕
生
日
の
1
カ
月
後
ま

で
手
続
き
で
き
ま
す
が
、
70
歳
以
上
の

人
は
、
更
新
前
に
講
習
や
検
査
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
75
歳
以
上
で
一
定
の
交

通
違
反
歴
が
あ
る
人
は
、
運
転
技
能
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

更
新
前
の
講
習
等
に
該
当
す
る
人
に

は
、
運
転
免
許
の
有
効
期
限
の
お
お
む

ね
6
カ
月
前
に
宮
崎
県
公
安
委
員
会
か

ら
、「
い
」・「
ろ
」・「
は
」
の
通
知
は
が

き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

えびの市交通指導員会
濱田 喜八郎 さん

最寄りの窓口

制限運転宣誓証書

麓（飯野）自治会で行われた宣誓式

市では、宣誓項目の中から重点的に守る項目を選択してもらう「宣誓証書」を準備
しています。各自治会・団体での要望等がある場合は、市基地・防災対策課にお
問い合わせください。えびの地区交通安全協会の交通安全指導員

が、百歳体操等で運転免許更新等について
の講話を行っています。

制
限
運
転
の
心
得

一
、
体
調
が
悪
い
と
き
に
は

　
　
運
転
を
控
え
る
べ
し

二
、
連
続
し
た
一
時
間
以
上
の

　
　
運
転
を
控
え
る
べ
し

三
、
夜
間
の
運
転
を
控
え
る
べ
し

四
、
通
学
時
間
帯
の
運
転
を

　
　
控
え
る
べ
し

五
、
速
度
を
控
え
て

　
　
運
転
す
る
べ
し

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

自
分
の
運
転
能
力
を
考
え
て
、
無
理
を

し
な
い
運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

市基地・防災対策課 基地・防災対策係　☎ 35-1119（直通）

地域交通安全活動推進委員
麓自治会  上原 康雄 さん

　

私
の
周
り
に
も
「
運
転
に

自
信
が
な
い
」、「
ヒ
ヤ
ッ
と

す
る
こ
と
が
増
え
た
」
と
話

す
高
齢
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多

い
で
す
が
、
生
活
の
た
め
に

車
に
乗
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

が
現
状
で
す
。
制
限
運
転
宣

誓
の
項
目
を
守
れ
ば
、
事
故

を
起
こ
す
確
率
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

は
、
自
分
の
能
力
を
理
解
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。宣
誓
を
き
っ

か
け
に
意
識
を
変
え
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
、
も
っ
と
こ

の
活
動
が
広
が
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　

市
内
で
は
、
各
自
治
会
や
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
「
田
の
神
さ
あ
制
限
運

転
宣
誓
式
」
を
行
い
、
参
加
者
が
制

限
運
転
を
心
掛
け
る
こ
と
を
宣
誓
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ベ
テ
ラ
ン
ド

ラ
イ
バ
ー
自
身
が
運
転
に
関
す
る

ル
ー
ル
を
決
め
て
実
践
す
る
こ
と
で
、

交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
と
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
運
転
能
力
を

考
え
、
宣
誓
項
目
の
中
で
心
掛
け
る

こ
と
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
と
署
名
を
し
、

安
全
運
転
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て

い
ま
す
。

※
制
限
運
転
宣
誓
は
、
実
施
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、

継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
目
的
な
の
で
罰
則
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

制
限
運
転
と
は
、
65
歳
以
上
の
ベ
テ

ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
身
の
体
調
・
運

動
能
力
を
把
握
し
、
運
転
し
な
い
時
間

帯
や
場
所
・
状
況
を
決
め
る
こ
と
で
、

無
理
な
運
転
を
控
え
、
交
通
事
故
を
防

止
す
る
取
り
組
み
で
す
。
全
国
的
に
は

「
補
償
運
転
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
田
の
神
さ
あ
制
限
運
転
」

と
名
付
け
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。 そ

の
1

そ
の
2

お問い合わせ

考えよう 考えよう 交通安全交通安全

制
限
運
転

運
転
免
許
更
新
前
の
講
習
と
検
査

　

ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
考
え
ご

と
で
注
意
散
漫
に
な
っ
て
い
た
り
、
視

野
が
狭
ま
っ
て
い
た
り
な
ど
、
慣
れ
な

ど
か
ら
く
る
確
認
不
十
分
が
多
い
で
す
。

信
号
の
な
い
横
断
歩
道
な
ど
で
見
守
り

を
行
っ
て
い
る
と
、
歩
行
者
に
気
付
か

な
い
ま
ま
通
行
し
て
い
く
車
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　

若
い
こ
ろ
と
は
違
い
、
反
応
も
鈍
く

な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
が
、
高
齢
に
な

る
と
自
分
の
能
力
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
講
習
等
を
受

け
て
、
自
分
の
能
力
を
確
認
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。
運
転
免
許
更
新

の
通
知
は
が
き
が
届
い
た
ら
、
講
習
等

を
し
っ
か
り
受
け
て
、
自
分
の
運
転
能

力
を
再
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
見
守
り
を
し
て
い
る
と
、
横

断
歩
道
が
な
い
と
こ
ろ
を
渡
っ
て
い
る

歩
行
者
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
高
齢
者

は
自
分
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
歩
く
ス

ピ
ー
ド
も
遅
い
た
め
、
横
断
中
に
車
と

接
触
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
事
故

の
原
因
と
な
る
の
で
、
必
ず
横
断
歩
道

を
渡
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

interview

安全運転相談窓口

●
70
歳
～
74
歳
の
人

●
75
歳
以
上
の
人

→
高
齢
者
講
習

→
高
齢
者
講
習
と
認
知
機
能
検
査
、

　

運
転
技
能
検
査
（
一
部
の
人
の
み
）

講
習
・
検
査
の
分
類

重要

interview
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相談支援結果

　

仕
事
・
お
金
・
将
来
・
健
康
・
家
族
の
こ
と
な
ど
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
の
支
援
を
行
う

た
め
、
総
合
的
な
窓
口
と
し
て
「
え
び
の
市
生
活
・
仕
事
支
援
室
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
生
活
相
談
支
援
員
が
、
生
活
の
リ
ズ
ム
づ
く

り
の
支
援
や
職
場
で
仕
事
を
す
る
た
め
の
訓
練
の
支
援
な
ど
を
行
い
、

悩
み
の
解
決
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

Ｂ
さ
ん
は
、他
県
か
ら
移
住
し
、夫
婦
で

年
金
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
生
活
が

苦
し
く
、夫
婦
で
内
職
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

内
職
の
仕
事
も
季
節
的
な
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、安
定
し
た
仕
事
を
見
つ
け
た
い
と
思

い
、相
談
に
来
ま
し
た
。

　

Ｂ
さ
ん
は
就
労
に
意
欲
的
で
し
た
が
、就

職
が
決
ま
っ
て
も
、体
力
的
な
面
か
ら
家
族

に
反
対
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｂ

さ
ん
や
家
族
の
希
望
に
寄
り
添
う
仕
事
を

紹
介
で
き
る
よ
う
、職
場
見
学
に
同
行
す
る

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

妥
協
す
る
こ
と
な
く
、求
職
活
動
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、Ｂ
さ
ん
や
家
族
の
希
望
に
沿

い
、Ｂ
さ
ん
に
合
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、元
気
に
働
き
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

サポートの流れ相談事例

自立相談と支援プランの作成

支援プランに基づいた支援をスタート

就労支援

見守り・自立へ

支援員が生活の心配や悩みを聞いて、相談者に寄り添
い、自立するための「支援プラン」を作成します。一人一
人の状況に合わせたプランを作成し、ハローワークや他
の専門機関と連携して、解決に向けた支援を行います。

就労準備支援で就労に向けた訓練を行った人や、住
居確保給付金の支給で生活の土台を整えた人に対し
て、就労に向けた支援を行います。

支援プランの確認をしながら、定期的に見守りを続け、
相談者が支援を必要としなくなったら終了です。

お金のことや病気のこと、家族のこと（引きこもりやニートなど）など
の相談に対して、市役所内外の関係機関と連携して支援を行います。

すぐに就労することが困難な人
に、その人に合った市内協力企
業での就労体験の提供や日常生
活のリズム作り
など、就労に向
けた 支 援を行
います。

支出が収入を上回っている人、
公共料金などの支払いが滞って
いる人などの
家計の見直し
を支援します。

緊急に食料等を必要とする人に、
当分の間の食料等を提供します。

離職などにより住居を失った人
や住居を失う恐れのある人に、
就職に向けた活動をすることな
どを条件に、
一定 期 間、家
賃の一部を支
給します。

生活・仕事支援室では、就労準備
支援で就労体験を提供していただ
ける事業所を募集しています。

市生活・仕事支援室　☎ 35-3741（直通）

午前 9 時～午後 4 時（土・日、祝日を除く）

お問い合わせ

Bさん
60代男性

御手洗 英次支援員 南鶴 祐子支援員

　

A
さ
ん
は
、高
校
を
卒
業
後
20
数
年
働
い

て
い
ま
し
た
が
、会
社
の
配
置
転
換
に
な
じ

め
ず
退
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、母
親
の

年
金
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
母
親
が
亡
く

な
っ
て
収
入
が
な
く
な
っ
た
た
め
、相
談
に

来
ま
し
た
。

　

A
さ
ん
は
、退
職
し
て
か
ら
年
数
が
た
っ

て
い
る
こ
と
や
持
病
の
関
係
で
長
時
間
の
立

ち
仕
事
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、就
労

へ
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、就
労

準
備
支
援
事
業
の
就
労
体
験
や
求
職
活
動
支

援
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
で
、就
職
に
対
し
て
自

信
を
つ
け
て
も
ら
お
う
と
考
え
ま
し
た
。

Aさん
50代女性

相談支援
　

就
労
体
験
や
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
こ
と

で
、
就
労
へ
の
不
安
感
が
減
り
、
求
職
活
動

に
取
り
組
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、就
職
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結果

その他の支援

就労準備支援

家計改善支援 緊急食料支援

住居確保給付金
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畜
　
産

問

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
豚
熱
の
防
疫
の
徹
底
を

市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

【
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

国
内
で
は
、
令
和
4
年
10
月
か
ら
令

和
5
年
4
月
ま
で
継
続
し
て
発
生
し
、

今
ま
で
よ
り
早
い
時
期
に
発
生
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
（
26
道
県
84
事
例
、
約

１
７
７
1
万
羽
殺
処
分
）。
ま
た
、
近

隣
諸
国
ア
ジ
ア
で
は
、
中
国
、
台
湾
で

発
生
、
欧
州
で
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
等
で
今
年
7
月
以
降
に
発

生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
5
年

度
は
、
7
月
に
南
樺
太
で
死
亡
野
鳥
か

ら
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
3

事
例
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
渡
り
鳥
の
飛

来
で
日
本
国
内
に
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込

ま
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
、
今
秋

以
降
の
厳
重
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

市
内
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

防
止
の
た
め
に
、
衛
生
管
理
区
域
内
に

侵
入
す
る
車
両
等
の
洗
浄
・
消
毒
や
鶏

舎
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
点
検
・
修
繕
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
ア
フ
リ
カ
豚
熱
（
Ａ
Ｓ
Ｆ
）・
豚
熱
（
Ｃ

Ｓ
Ｆ
）】

　

Ａ
Ｓ
Ｆ
は
、
平
成
30
年
8
月
3
日
、

ア
ジ
ア
地
域
で
初
め
て
、
中
国
で
の
発

生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
近

隣
諸
国
に
拡
大
。
韓
国
で
は
、
豚
37

件
・
野
生
イ
ノ
シ
シ
３
１
９
６
件
（
約

１
１
２
2
万
頭
）の
発
生
が
確
認
さ
れ
、

国
内
へ
の
侵
入
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
（
9
月
4
日
現
在
）。

　

令
和
5
年
1
月
か
ら
、
中
国
な
ど
、

ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
旅
客
携
帯
品
（
豚

肉
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
）
の
Ａ
Ｓ
Ｆ
ウ
イ

ル
ス
遺
伝
子
検
査
陽
性
事
例
が
、
検
疫

探
知
犬
や
口
頭
質
問
で
、
2
例
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｆ
は
、
国
内
で
は
、
平
成
30
年

9
月
に
岐
阜
県
の
農
場
で
発
生
し
、
各

地
に
拡
大
。
九
州
で
は
、
8
月
29
日
に

佐
賀
県
内
の
養
豚
場
で
初
め
て
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
人
や
物
の
動
き
が

活
発
に
な
り
、
本
市
へ
の
ウ
イ
ル
ス
侵

入
リ
ス
ク
が
高
い
状
況
で
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｆ
や
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
発
生
防
止
の
た

め
に
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
対
策
、

人
や
車
両
の
消
毒
な
ど
の
徹
底
を
再
度

お
願
い
し
ま
す
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
】

　

家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
い
る
地
域

の
農
場
へ
の
訪
問
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
国
内
へ
輸
入
申
告
の
な
い
肉

製
品
な
ど
の
畜
産
物（
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

車両の消毒などの防疫の徹底をお願いします

ジ
等
）
の
持
ち
込
み
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
施
設
で
手
指
・
靴
底
等
の
消
毒
設

備
が
あ
っ
た
場
合
は
、
消
毒
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所
　
　
　
☎
0
9
8
6
‐
62
‐
5
1
5
1

【
家
畜
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら
】

　

家
畜
が
続
け
て
死
亡
す
る
な
ど
、
異

常
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
都
城
家
畜

保
健
衛
生
所
ま
た
は
市
畜
産
農
政
課
畜

産
振
興
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

宮
崎
県
家
畜
防
疫
演
習
を
実
施

畜
　
産

問
市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4（
課
直
通
）

　

9
月
29
日
、
市
役
所
や
市
内
養
鶏
場

等
で
、
宮
崎
県
と
市
に
よ
る「
宮
崎
県

家
畜
防
疫
演
習
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
で
豚
熱
や
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た
場
合
を

想
定
し
、
防
疫
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
初
動
体
制
の
確
認
を
行
う
こ
と

で
、
発
生
時
に
迅
速
な
防
疫
措
置
を
行

う
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

演
習
に
は
、
市
職
員
、
西
諸
県
農
林

振
興
局
な
ど
、
約
60
人
が
参
加
し
、
各

班
の
対
応
や
県
と
の
連
携
確
認
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

演
習
で
は
、
市
内
養
鶏
場
で
の
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
疑
い
を
想
定
し
、

市
役
所
に
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
移

動
制
限
・
搬
出
制
限
リ
ス
ト
や
消
毒
ポ

イ
ン
ト
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
対
策
班
で
は
、
西
諸
県
農
林
振

興
局
と
連
携
し
、
埋
却
予
定
地
で
の
埋

却
作
業
の
現
地
調
査
や
、
侵
入
道
路
、

埋
却
場
所
、
作
業
手
順
等
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

対策本部で消毒ポイントなどを確認

県と連携して現地確認

　

市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
資
源
の
有
効
活
用
等
を
目

的
に
、
中
学
校
や
高
校
の
学
生
服
リ

ユ
ー
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
9
０
０
着
を
超
え
る
制
服
が
集
ま

り
、
そ
の
う
ち
7
割
近
く
を
必
要
と
す

る
人
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

再
利
用
の
制
服
を
希
望
す
る
人
は
、

無
料
で
提
供
し
ま
す
の
で
、
市
こ
ど
も

課
こ
ど
も
相
談
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
提
供
し
て
も
ら
う
も
の
】

・
飯
野
、
上
江
、
加
久
藤
、
真
幸
の
中

学
校
の
制
服
（
夏
・
冬
）

・
飯
野
、
小
林
、
小
林
秀
峰
、
小
林
西

の
高
等
学
校
の
制
服
（
夏
・
冬
）

※
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
な
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
汚
れ
や
破
損
が
ひ
ど
い
物

は
預
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
収
集
時
期
・
提
供
時
期
】

年
間
を
通
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
土
・
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
か
ら
1

月
3
日
ま
で
は
休
み
で
す
。

【
収
集
場
所
】

市
こ
ど
も
課
、
飯
野
出
張
所
、
真
幸
出

張
所

【
必
要
な
人
へ
の
提
供
場
所
】

市
こ
ど
も
課
で
直
接
受
け
付
け
て
、
試

着
（
ま
た
は
サ
イ
ズ
確
認
）
後
に
提
供

し
ま
す
。

※
学
校
や
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
は
在
庫
が

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
供
要
件
】

・
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

・
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
飯
野
高

校
に
進
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の
人

子
育
て

問 学
生
服
の
リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）事
業

市
こ
ど
も
課 

こ
ど
も
相
談
係
　
☎
35
‐
3
7
3
9
（
直
通
）
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協
　
働

問

宝
く
じ
助
成
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係
　
☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
助
成
を
活
用
し
、
北
岡
松
自

治
会
と
南
岡
松
自
治
会
（
真
幸
地
区
）

の
備
品
一
式
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
や
強
化
を
図
り
、
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
各
自
治
会
に
整
備
さ
れ
た
の

は
、
次
の
備
品
で
す
。

■
北
岡
松
自
治
会

キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
折
り
た
た
み
テ
ー
ブ

ル
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
オ

ケ
、
デ
ジ
タ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、

ア
ン
プ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
Ａ
Ｖ
シ
ス
テ

ム
ラ
ッ
ク
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
モ
ニ

タ
ー
、
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
、
冷
蔵
庫
な

ど■
南
岡
松
自
治
会

キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
折
り
た
た
み
テ
ー
ブ

ル
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
オ

ケ
、
デ
ジ
タ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、

ア
ン
プ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
Ａ
Ｖ
シ
ス
テ

ム
ラ
ッ
ク
、
モ
ニ
タ
ー
、
ス
タ
ッ
キ
ン

グ
チ
ェ
ア
、
冷
蔵
庫
な
ど

　

今
後
、
各
自
治
会
活
動
な
ど
で
活
用

し
ま
す
。

　

備
品
一
式
は
、
各
自
治
公
民
館
に
保

管
し
て
あ
り
ま
す
。

　

北
岡
松
自
治
会
の
山
岡
義
春
自
治
会

長
は
、「
折
り
た
た
み
テ
ー
ブ
ル
や
エ

ア
コ
ン
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、

充
実
し
た
地
域
活
動
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
整
備
さ
れ
た

音
響
設
備
な
ど
を
活
用
し
た
新
た
な
自

治
会
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

南
岡
松
自
治
会
の
小
東
道
男
自
治
会

長
は
、「
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
な
ど
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
充
実
し
た
地
域

活
動
が
で
き
て
い
ま
す
。
地
域
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
感
謝
の
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
今
後
は
、
整
備
さ
れ
た
設
備
な

ど
を
活
用
し
て
、
地
域
の
活
動
が
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

整備された備品（南岡松自治会）

整備された備品（北岡松自治会）

財
　
政

問

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表

市
財
政
課 

財
政
係
　
☎
35
‐
3
7
1
6
（
課
直
通
）

健全化判断比率 えびの市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 ー（※1） 14.16％ 20.00％

②連結実質赤字比率 ー（※2） 19.16％ 30.00％

③実質公債費比率 3.8％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 ー（※3） 350.0％

◎健全化判断比率

（※1、※2）①の実質赤字比率と②の連結実質赤字比率が「－」となっているのは、
実質赤字額や連結実質赤字額がないため、比率が「ない」ことを示しています。

（※3）④の将来負担比率の「－」は、将来負担比率が算定されず、現時点における
将来支払うべき負担（市債の残高等）が、将来の財政を圧迫する可能性が低いこ
とを示しています。

■えびの市の健全化判断比率と資金不足比率

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ー 20.0％

病院事業会計 ー 20.0％

産業団地整備事業特別会計 ー 20.0％

◎資金不足比率

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
決
算
に
基
づ
い
て
健
全
化
判

断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
毎
年
度
算

定
し
ま
す
。
算
定
後
は
、
監
査
委
員
の

審
査
を
受
け
た
う
え
で
、
議
会
に
報
告

し
、
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は
早
期

健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準
、
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
は
経
営
健
全
化
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
準
に
1

つ
で
も
達
し
た
場
合
、
財
政
運
営
の
健

全
化
を
図
る
た
め
の
計
画
策
定
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
課
さ
れ
ま
す
。

【
え
び
の
市
の
状
況
】

　

市
の
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足

比
率
と
も
に
、基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
、
健
全
な
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　令和4年度決算に基づき、健全化判断比率を算定した結果、比率は以下の
とおりとなり、いずれの指標についても、早期健全化基準（財政状況が悪化
した場合に、財政の早期健全化を図るべき基準）を下回りました。

　令和4年度決算に基づき、各公営企業における資金不足比率を算定した結
果、資金不足を生じた公営企業はないため、比率は「ない」こととなりました。

標準財政規模：財源の使途が特定さ
れずどのような経費にも使用する
ことができる一般財源（市税・地
方交付税等）の標準的な規模を表
すもので、えびの市の場合は、令
和 4 年度で約 66 億 7,700 万円

実質赤字比率：標準財政規模に対
する一般会計の赤字の割合

連結実質赤字比率：標準財政規模
に対する全会計の赤字の割合

【用語の説明】

実質公債費比率：令和 4 年度に支
払った一般会計の借金返済額等の
標準財政規模に対する割合

将来負担比率：将来、市が支払う
負担（市債務残高等）の標準財政
規模に対する割合

資金不足比率：各公営企業の事業
規模に対する資金不足額の割合
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保育の知識を地域のために活用

9

20

　市民体育館で「ちびっこ運動会」が行われま
した。これは、飯野高校と南九州大学との包括
的連携の一環で、保育に関する知識や技術を学
び、地域のために利用することを目的に行った
ものです。学んだことの実践として運動会が行
われ、飯野保育園の年長組 28 人が参加しまし
た。運動会では、グーチョキパー体操や昆虫太
極拳などを行い、体を動かしながら楽しんでい
ました。

ちびっこ運動会 消防団フェスタ with 寺子屋ランチ

子どもたちが消火活動を体験

9

16

　真幸地区コミュニティセンターで「消防団
フェスタ with 寺子屋ランチ」が行われました。
これは、真幸まちづくり協議会が、子どもたち
に消防団の活動を体験してもらおうと、寺子屋
ランチに合わせて行ったものです。
　同イベントでは、消火器やホースを使った消
火活動体験や消防車両の展示、寺子屋ランチで
のカレーの振る舞いがあり、多くの子どもたち
が楽しんでいました。

全国大会優勝を報告

9

21

　市出身の澤原翔さんが「エヴォルギアサウス
ジャパンチャンピオンシップ」のメンズフィ
ジークの全階級の中で優勝したことを市長に報
告しました。メンズフィジークとは、上半身の
筋肉がバランスよく逆三角形になっているかを
競う競技です。
　澤原さんは、「えびのの米を食べて筋肉を大
きくすることで優勝できました。プロを目指し
て頑張りたいです」と話していました。

エヴォルギアサウスジャパン
チャンピオンシップ優勝報告 スプラッシュフェス2023

温泉水を使って水合戦

9

17

　京町温泉駅観光交流センターで「スプラッ
シュフェス 2023」が行われました。これは、
水鉄砲で行う水合戦で、京町温泉の温泉水を使
用して実施されました。飯野高校のスプラッ
シュフェス実行委員会が開催し、市内の 9 チー
ム 77 人が出場しました。
　参加した人たちは、金魚すくいで使う「ポイ」
を頭に着け、水鉄砲の打ち合いを楽しんでいま
した。

0歳から楽しめるコンサート

9

10

　市文化センターで、公益財団法人宮崎県立芸
術劇場が行っている「おんがくのおもちゃ箱シ
リーズ」の「おとのたねバンド編」が行われま
した。これは、0 歳から入場できるコンサート
で、童謡や手遊び歌などが演奏されました。
　会場には、市内外から 213 人が訪れ、絵本
に合わせた生バンドの演奏などを楽しんだり、
曲に合わせて踊ったりなど、家族で楽しんでい
ました。

おんがくのおもちゃ箱シリーズ Part.18
おとのたねバンド編公演

電気設備点検ボランティア

安全に利用してもらうために

9

7

　小林地区電気工事業協同組合が、電気設備点
検ボランティアを行いました。これは、電気使
用安全月間に合わせて、電気使用の安全に関す
る知識啓発を目的に、毎年実施しているもので
す。
　組合員 7 人が参加し、児童が安全に利用で
きるように、飯野小学校と加久藤小学校の体育
館内の電圧や漏電の確認、照明等の点検・清掃
を行いました。

人財育成について講演

9

16

　市文化センターで「家庭教育講演会」が行わ
れました。これは、子育てに関する学習の場と
して毎年実施しているものです。
　県キャリア教育支援センターの水永正憲トー
タルコーディネーターを講師に招き、「育むと
いうこと～子供たちの未来は可能性に満ちてい
る～」という演題で講演が行われました。
　講演会には、市内から 45 人が参加し、熱心
に話を聞いていました。

家庭教育講演会

ひなた場

自分の生き方を考える

9

15

　上江中学校で、中高連携事業「ひなた場」が
行われました。これは、中学生と飯野高校生が
お互いに人生を語り合う対話を通して、自分の
生き方を考えることを目的に、市内の中学校で
実施しているものです。
　参加した同中 3 年の谷口誠

ま さ き

揮さんは、「高校
生と話す機会があまりないので緊張しました
が、悩みを聞いてもらえたり、人生談を聞けた
りと貴重な体験でした」と話していました。



　
「
え
び
の
愛
で
え
び
の
市
を
盛
り
上
げ
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
市
内
の
有
志
が
集
ま
っ

て
結
成
さ
れ
た
Y
a
d
d
o
の
役
員
の
皆

さ
ん
で
す
。

　

Y
a
d
d
o
は
、
今
年
の
2
月
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。「
コ
ロ
ナ
で
市
内
経
済
の
疲

弊
や
活
気
低
下
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
今
ま
で
以
上
に
え

び
の
市
が
活
気
づ
く
よ
う
に
と
い
う
思
い
を

も
っ
た
52
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
商
工
会

青
年
部
や
Sサ

ッ

プ

A
P
、
青
年
会
議
所
、
J
A

青
年
部
な
ど
、
20
代
か
ら
40
代
の
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
」

　

団
体
名
は
、「
や
る
ぞ
、
や
ろ
う
」
と
い

う
意
味
の
方
言
の
「
や
っ
ど
」
か
ら
つ
け
た

そ
う
で
す
。「
え
び
の
市
が
元
気
に
な
る
よ

う
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
交
流
の
場
の
提
供

を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

11
月
4
日
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の

で
、
Y
a
d
d
o
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。「
え
び
の
米
を
広
く
知
っ

て
も
ら
っ
て
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
え

び
の
の
特
産
品
で
あ
る
『
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
』
の

食
べ
放
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
食
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
1

ト
ン
の
振
る
舞
い
や
米
に
合
う
お
か
ず
を
提

供
す
る
飲
食
店
の
出
店
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
協
力
の
も
と
行
う
炊

飯
実
演
、
農
産
物
や
特
産
品
の
販
売
、
抽
選

会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

ま
す
」

　
「
皆
さ
ん
に
笑
顔
で
満
腹
に
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
私
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
を
頑
張
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

え
び
の
愛
を
原
動
力
に

え
び
の
を
活
気
づ
け
た
い

Yaddo（ヤッド）Yaddo メンバー役員の皆さん
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美しい歌声で魅了

9

24

　市文化センターで「第 7 回えびの市のど自
慢大会」が行われました。大会には、市内の
19 歳から 91 歳までの 19 人が参加し、自慢の
歌声を披露しました。
　第 7 回の優勝者は、南原田地区の友野三由
紀さんです。
　会場には、約 240 人が訪れ、出演者が歌い
終えるたびに、たくさんの拍手がおこっていま
した。

留学生歓迎会

留学生104人を歓迎

9

26

　市国際交流センターで「えびの市留学生歓迎
会」が行われました。今年、中国の長春日章学
園高中（高校）からえびの市の日章学園九州国
際高等学校に来た留学生 104 人を歓迎しまし
た。歓迎会では、えびの太鼓の演奏や留学生に
よる踊りなどが披露されました。
　生徒会長の占銀河（ジャンインハァ）さんは、

「市民の皆さんと交流し、えびのや日本の生活・
文化を学んでいきたいです」と話していました。

うなぎの稚魚を河川に放流

9

22

　末永橋下流の河川敷でうなぎの稚魚放流体験
が行われました。これは、国の生態系保全の実
践活動事業の一環で行われたもので、小学生に
河川環境保全について学んでもらおうと、川内
川上流漁業協同組合が実施しました。上江小学
校 4 年生の児童 9 人が体験しました。
　参加した児童たちは、初めて触れるうなぎの
稚魚に緊張しながら放流し、河川保全の大切さ
について学びました。

うなぎの稚魚の放流体験

交通安全功労者・優良運転者表彰式

交通安全のために尽力

9

27

　飯野地区コミュニティセンターで「交通安全
功労者・優良運転者表彰式」が行われました。
これは、交通安全活動に功労のあった人や無事
故無違反の優良運転者、交通安全活動に尽力し
た団体等が表彰されるものです。令和 5 年度は、
44 人と 6 つの事業所等が表彰を受けました。
　表彰を受けた本坊常男さんは、「今後もルー
ルを守り、緊張感を持って、心にゆとりを持っ
た運転を心掛けていきます」と話していました。

第7回えびの市のど自慢大会



「
C
T
」
と
「
M
R
I
」
の
違
い

　

皆
さ
ん
か
ら
「
あ
の
検
査
と
こ
の

検
査
は
ど
っ
ち
が
良
い
の
？
」
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。病
院
で

行
わ
れ
る
検
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
得
ら

れ
る
情
報
や
検
査
時
間
な
ど
が
異

な
る
た
め
、
ど
ち
ら
が
良
い
悪
い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
回
は
、

質
問
を
受
け
る
中
で
も
よ
く
あ
る
、

C
T
と
M
R
I
の
違
い
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

撮
影
の
際
、
C
T
は
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
を
撮
る
時
と
同
じ
X
線
を
利
用

し
、
M
R
I
は
核
磁
気
共
鳴
と
い

は
、
急
性
脳
出
血
を
う
つ
す
の
に
弱

く
、
急
性
脳
梗
塞
を
う
つ
す
の
に
優

れ
て
い
ま
す
。
検
査
時
間
は
、
基
本

的
に
C
T
の
方
が
短
い
で
す
。
検
査

中
の
痛
み
は
ど
ち
ら
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
精
密
に
調
べ
る
た
め
に
造
影
剤

を
使
用
す
る
際
に
は
、
静
脈
注
射
を

行
う
た
め
注
射
の
痛
み
を
伴
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ど
の
検
査
に
も
得

手
不
得
手
が
あ
り
ま
す
の
で
、
疑
う

疾
患
や
体
の
状
態
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
、
医
師
が

最
適
な
検
査
方
法
を
決
定
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

文
：
市
立
病
院 

放
射
線
科

う
現
象
を
利
用
し
ま
す
。そ
の
た
め
、

C
T
は
被
ば
く
し
ま
す
が
、
M
R
I

は
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
M
R
I
は
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
人
工
関
節
保
持

者
、
入
れ
墨
が
入
っ
た
人
な
ど
は
撮

影
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
装
置
が

大
き
い
磁
石
状
態
の
た
め
、
車
い
す

や
酸
素
ボ
ン
ベ
も
室
内
に
持
ち
込
め

ま
せ
ん
。

　

C
T
は
、
急
性
脳
出
血
を
う
つ
す

の
に
優
れ
て
い
ま
す
が
、
急
性
脳

梗
塞
は
24
時
間
ほ
ど
経
過
し
な
い

と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
逆
に
、
M
R
I

力
を
な
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
専
門
の
女
性
相
談
員
が

電
話
相
談
や
面
接
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。男
性
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
（
毎
月
第
一
・
第
三
水

曜
）。一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
専
用
電
話
】
☎
35
‐
0
1
5
2

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
0
1
2
0
‐
1
2
3
‐
6
9
3

【
相
談
日
】毎
週
月
曜
～
金
曜（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

【
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
　
　

文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　

暴
力
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
心
を

傷
つ
け
る
こ
と
も
暴
力
で
す
。特
に
、

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
・

性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
買
売

春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
重
大

な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
男
女
共
同
参

画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服

す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

毎
年
、
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
、

国
の
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
が

定
め
た
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
期
間
」
で
す
。期
間
中
は
、

全
国
各
地
で
啓
発
活
動
や
ポ
ス
タ
ー

等
を
活
用
し
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

暴
力
に
悩
む
女
性
を
生
み
出
さ
な

い
、
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。パ
ー
プ
ル
リ
ボ

ン
に
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
や
虐
待
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暴

暴
力
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

農 機での交 通 事 故を防ぎましょう

子ども医 療 電 話 相 談 事 業

9月の交通事故
発生状況

人　身 1件
物　件 26件

本年累計 16件
本年累計 213件

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 1件
救　急 75件

本年累計 12件
本年累計 780件

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

は
、
日
本
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
の
実
現
を
掲
げ
て
、
1
9
9
5

年
か
ら
文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
の
1
つ
で
す
。

幅
広
い
世
代
の
人
が
、
各
自
の
興
味

関
心
・
競
技
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
す
る
、
地
域
密
着
型
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

市
内
に
は
、
3
つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
や

教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地
域
の
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
さ
ま
ざ
ま

な
種
目
が
あ
り
ま
す
。
目
的
・
関
心

や
技
術
・
技
能
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
活

動
が
で
き
ま
す
。健
康
増
進
の
た
め
、

仲
間
づ
く
り
の
た
め
、
趣
味
づ
く
り

の
た
め
、
ま
ず
は
無
料
体
験
で
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

3
つ
の
ク
ラ
ブ
の
い
ず
れ
か
に

入
会
し
て
い
れ
ば
、
他
の
ク
ラ
ブ
の

サ
ー
ク
ル
や
教
室
に
参
加
で
き
ま
す
。

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
ク
ラ
ブ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
年
会
費
】

一
般
会
員　

4
8
0
0
円

家
族
・
夫
婦
会
員　

4
5
0
0
円

中
学
生
以
下
会
員　

3
6
0
0
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

N
P
O
法
人
い
い
の
夢
ク
ラ
ブ

☎
０
８
０
‐
1
7
7
5
‐
5
3
3
2

N
P
O
法
人
い
い
汗
加
久
藤
ク
ラ
ブ

☎
０
９
０
‐
３
０
１
０
‐
２
２
９
０

N
P
O
法
人
真
幸
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と
ク

ラ
ブ

☎
０
８
０
‐
１
７
３
６
‐
９
０
８
４

　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　 子ども医 療 電 話 相 談 事 業 （☎ # 8 0 0 0）をご 存
じで すか？
　 子ども医 療 電 話 相 談 事 業とは、保 護 者 が、休
日や 夜 間 の 子どもの 症 状 にどのように 対 処した
らい い の か、病 院を受 診した 方 が い い の か など
の 判 断 に 迷ったときに、小 児 科 医 師 や 看 護 師 に
電 話で 相 談できるもので す。
　 宮 崎 県 は、午 後 7 時 から翌 朝 8 時 まで 対 応し
ています。困ったときは、ご 活 用ください。

　公 道での農 機の交 通 事 故は大きく分けて単 独
事 故と他 の 車 両 からの 追 突 事 故 の 2 種 類 が あり
ます。対 策をして交 通 事 故を防ぎましょう。
■ 単 独 事 故

・用 水 路 等 へ の 転 落
・傾 斜 地で の 横 転 等
■ 追 突 事 故

・夜 間 等で の 追 突
■ 交 通 事 故 対 策 の 3 つ の ポイント

・確 実 な 運 転 操 作とブレ ーキ凍 結 の 確 認
・安 全キャブ・フレ ーム装 着とシートベ ルト着 用
・ランプ 類 や 低 速 車 マーク等 の 取り付 け

市立病院
C i t y  h o s p i t a l

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t

いい汗加久藤クラブのピラティス教室
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医療・介護・保育専門職の就職を支援
します

　市では、医療・介護・保育需要の増大が予想される中、
安定的な人材確保を図るとともに、住み慣れたまちで安
心して暮らし続けられる環境づくりを目指すため、専門
職の就職を支援します。

【対象者】［看護師］市内の医療機関、介護事業所、保育所
等で働く人

［介護福祉士］介護事業所で働く人
［保育士・幼稚園教諭］市内の保育所や幼稚園、認定こど

も園で働く人
■人材確保推進事業
　対象者が、養成施設等に入学するために借り入れた奨
学金返還の補助金を交付します。

【補助額】月額12,000円以内（年額144,000円以内）※最
大5年間補助
※返済金額（利子含む）が限度額を下回る場合は、その
金額。
■就職支度金事業
　対象業種に就職内定した際に、就職準備金として支度
金を支給します。

【支給額】1人当たり200,000円
※3年間勤務しない場合は、返還してもらいます。
※事前に、えびの市無料職業紹介所（市観光商工課内）
に求職申込書を提出する必要があります。
申・問市健康保険課 市民健康係（看護師について）
☎35-1116（直通）
申・問市介護保険課 介護保険係（介護福祉士について）
☎35-1112（課直通）
申・問市こども課 子育て支援係（保育士・幼稚園教諭につ
いて）
☎35-3738（直通）

浄化槽の法定検査を受けましょう

　浄化槽は、適正に設置され、点検と清掃が正しく行わ
れないと、機能が十分に発揮されず川を汚す原因になり
ます。そのため、保守点検や清掃とは別に、毎年1回の法

定検査（11条検査）が法律で義務付けられています。
　法定検査は、宮崎県環境科学協会に申し込んでくださ
い。検査料金は、10人槽以下の場合は3,800円です。
　支払い方法は、小林衛生公社を通じて「保守点検・清掃・
法定検査」を一括して契約することもできます。
申・問公益財団法人宮崎県環境科学協会
☎0985-51-4331
申・問株式会社小林衛生公社
☎23-2429

旧畜産養豚団地売却の一般競争入
札

　市では、市有財産の旧畜産養豚団地を一般競争入札で
売却します。入札に参加を希望する人は、市有財産売却
一般競争入札募集要領を市財産管理課管財係で受け取る
か、市ホームページからダウンロードしてご確認くださ
い。

【入札件名】市有財産旧畜産養豚団地売却
【日時】11月28日（火）午前10時
【場所】市役所本庁 別棟1-3・4会議室
【入札物件】
［土地］えびの市大字坂元1666番3、1666番5
［地籍］26,100㎡
［建物］管理舎、繁殖分娩舎、肥育豚舎、繁殖育成豚舎、

その他関連施設
【最低売却価格】5,036,880円
【受付期間】11月9日（木）～ 20日（月）

　詳しくは、募集要領をご確認ください。
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

心
地
よ
き
も
の
に
夜
風
と
虫
の
音
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
坂
伊
左
郎

　
秋
の
夜
は
心
地
よ
い
夜
風
と
虫
の
音
に
心
落
ち
着
き
ま
す
。ス
マ
ホ
を
離
れ
て
燈
火

に
親
し
む
心
地
に
も
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
虎
夫

■複製絵画
　市民図書館では、本だけでなく、複製絵画が貸し出し
できることをご存じですか？
　114点の作品のうち、1カ月で2点まで貸し出しするこ
とができます。ちょっと家の雰囲気を変えたいとき、来客
があるからおしゃれにしたいときなど、ぜひ、ご利用く
ださい。

暑
い
日
差
し
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
を
灼や

き

道
端
の
サ
ル
ス
ベ
リ
の
花
を
灼
い
て

こ
ん
が
り
と
こ
げ
た
よ
う
に
変
色
し
た
泰
山
木
の
葉
が

一
枚
寂
し
く
落
ち
て
い
た

植
木
市
や
武
者
行
列
な
ど
華
や
い
だ
通
り
だ

猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

息
子
家
族
の
帰
郷
は　

嬉う
れ

し
か
っ
た

久
々
に
息
子
と
往
時
を
偲し

の

ん
で
思
い
出
巡
り

か
つ
て　

最
も
賑に

ぎ

や
い
で
い
た
こ
の
通
り
に

「
売
り
物
件
」
と
書
か
れ
た

店
舗
や
家
屋　

敷
地
が
あ
る

老
舗
旅
館
の
雄
姿
も
消
え　

侘わ
び

し
さ
募
ら
せ
る

高
校
生
時
代
に
皆
が
通
っ
た
駅
周
辺
地
域
は

商
店
街
の
ほ
と
ん
ど
が　

店
仕じ

ま舞
い

活
気
乏
し
く　

栄
枯
は
移
る
世
の
姿

だ
が　

此こ

の
儘ま

ま

だ
と
…

（
ふ
る
さ
と
）
は　

懐
か
し
く
慕
う
も
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お す す め の 一 冊

たいふうこぐま
おくやまゆか 作

（ほるぷ出版）

月夜行路
秋吉理香子 著

（講談社）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間 火曜～土曜／午前9時～午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時～午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（11月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 15日（水）、
29日（水） 13：15～15：15

上江小中学校→真幸出張所→ Aコー
プかくとう店→加久藤地区体育館
※1日（水）のみ上江小中学校が13：
30～13：55

1日（水）、16日
（木）、30日（木） 12：45～16：30

市役所→飯野地区コミュニティセン
ター

2日（木）、
17日（金） 12：00～15：15

真幸地区体育館 8日（水）、
21日（火） 15：25～15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→自
衛隊官舎

10日（金）、
24日（金） 14：50～16：30

■えびタンバッグ
　図書館スタッフがおすすめする乳児向け・幼児向けの
絵本を5冊入りのセットでそれぞれ2セット準備していま
す。どんな絵本が入っているかは、借りてからのお楽しみ
です。
　乳児・幼児向けの絵本に迷ったら、ぜひ、こちらを借り
てみてください。
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田の神さあの里「芸能まつり」を開催
します

　市では、えびの市芸術文化協会との共催で「芸能まつ
り」を開催します。
　市内の芸術文化活動団体から約30団体が出演し、大正
琴演奏、舞踊、ダンス、カラオケ、バレエなどを披露しま
す。ぜひ、ご来場ください。

【開催日】11月12日（日）
【時間】午後1時～
【場所】市文化センター ホール
【入場料】無料

問市社会教育課 文化係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

第37回田の神さぁの里産業文化祭
を開催します

　市では、第37回田の神さぁの里産業文化祭を開催しま
す。イベント内容等の詳細は、決定次第チラシや市ホー
ムページでお知らせします。

【開催日】11月25日（土）・26日（日）
【時間】午前9時～午後4時
【場所】市文化の杜
【内容】ステージイベント、物産品等の販売、展示、体験

コーナーなど
※天候や感染症の感染拡大状況によっては、内容の変更
や中止となる場合があります。
問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

第37回田の神さぁの里産業文化祭
出展作品（一般作品展示の部）募集

　市では、第37回田の神さぁの里産業文化祭の文化部門
で展示する作品を募集しています。出展を希望する人は、
実施要領をご確認ください。

【展示日】11月25日（土）・26日（日）
【時間】午前9時～午後4時

【場所】市文化センター
【対象】高校生以上の市民
【募集作品】
・美術（絵画、写真、ちぎり絵、グラフィックデザイン等）
・工芸（彫刻、木工、竹細工、陶芸等）
・手芸（編み物、刺しゅう、押し花等）
・短歌
・書道
・盆栽 など

【実施要領設置場所】市役所本庁2階市民室、飯野・真幸
出張所、市文化センター
※市ホームページでも確認できます。

【申込方法】申込用紙に必要事項を記入の上、市文化セン
ターに直接、またはファクスでお申し込みください。
※申込用紙は、実施要領に添付してあります。また、市
ホームページからも取得できます。

【申込期限】11月10日（金）午後5時
※出展スペースに限りがあるため、希望に沿えない場合
があります。
※指定作品の部は、市関係各課で受け付けています。
申・問市社会教育課 文化係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）/FAX 35-2908

市立病院に精神科を開設しました

　市立病院では、10月1日から精神科（担当：鈴木康義医
師）を開設しています。

【時間（月曜～金曜）】［受付］午前7時～午前11時30分
［診察］午前8時30分～正午

※受診の際に予約は必要ありません。
問市立病院
☎33-1023

JICA（ジャイカ）海外協力隊を募集し
ています

　独立行政法人国際協力機構（ JICA ）では、開発途上国
で現地の人と同じ生活をしながら、共に働き、人づくり

国づくりに貢献するボランティアを募集しています。
　募集期間中、都城市で説明会を開催します。帰国した
JICA海外協力隊から現地の話を聞いてみませんか。応募
に関する詳しい情報を得る絶好の機会です。ぜひ、ご来
場ください。

【募集期間】11月1日（水）～ 12月11日（月）
■JICA海外協力隊2023年秋募集説明会

【開催日】11月11日（土）
【時間】午後2時～午後4時 ※途中の入退場は自由です。
【場所】未来創造ステーション（都城市中町16-15）
【参加費】無料

※事前予約は必要ありません。
問特定非営利活動法人 九州海外協力協会
☎092-710-5310
Eメール boshu-kyushu@npo-kyushu.or.jp

契約書や領収書と印紙税

　私たちは、毎日の生活の中でさまざまな文書を作成し
たり、受け取ったりしています。これらの文書の中には、
印紙税がかかるものがあります。印紙税がかかる文書は、
金銭借用証書、不動産売買契約書、工事請負契約書など
の契約書のほか、約束手形、領収書、金銭の受け取り通
帳など、20種類に分類されています。
　印紙税は、印紙税のかかる文書を作成した人が、定め
られた金額の収入印紙をその文書に貼り付け、これに消
印をして納める税金です。
　文書を作成する場合は、印紙税のパンフレット等を参
考に次のことに注意し、印紙税がかかるかどうか、税額
がいくらかなどを確認して、間違いのないようにしてく
ださい。
①覚書、念書、差入証などは、印紙税法上の契約書にな
る場合があります。
②申込書、注文書、依頼書などの文書でも印紙税がかか
る場合があります。
③仮契約書、予約契約書および仮領収書にも印紙税がか
かります。
④レジスターから打ち出されるレシートにも印紙税がか
かります。

　印紙税について分からないことがある場合は、一般的
な事項は国税庁ホームページ（ https://www.nta.go.jp/ ）
をご確認いただき、個別の相談は最寄りの税務署にお問
い合わせください。
※印紙税のパンフレットは国税庁ホームページに掲載さ
れています。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

国税に関する一般的な相談は「電話
相談センター」へ

　国税に関する一般的なご質問やご相談は、「電話相談
センター」をご利用ください。電話相談センターの利用
手順は次の通りです。

【利用手順】
（1）所轄の税務署に電話をする。
（2）音声案内に従い、「1」を選択する。

※申告相談の事前予約など、直接税務署の職員に用があ
る人は「2」を選択してください。

（ 3）音声案内に従い、相談したい内容の番号を次の6つ
の中から選択する。
1：個人の年金、給与、事業などの所得税
2：年末調整などの源泉徴収または支払調書
3：相続税、贈与税、譲渡所得または財産の評価
4：法人税
5：消費税（軽減税率制度・インボイス制度を除く）や印
紙税
6：その他

（ 4）電話相談センターの職員につながるため、個別に相
談する。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,423人 （前月比 -85人）
男性／7,746人（-54人） 　女性／8,677人（-31人）
転入／19人  転出／72人  出生／4人  死亡／36人

7,783世帯 （前月比 -67世帯）

1 0月に入って肌 寒 い日が 増え、急 に 秋らしくなりました 。
いつ の 間 にか 今 年も残 すところあと約2カ月。1年が 過

ぎるのが年々早く感じます。（ 米 原 ）

1 0月に入って朝 方が 寒くなり、稲 穂も色づ いて 秋の訪 れ
を実 感しています。季 節の 変わり目にもなるので、体 調

管 理には気を 付けましょう。（ 中川 ）（令和5年10月1日現在）

する生徒分
【期間】令和5年4月分～令和6年3月分（1年間分）
【1食単価】259円

■物価高騰に伴う学校給食食材費増額分（現在の学校給
食費の額で不足する食材費用）を支援

【対象】市立小中学校在籍児童生徒分
【期間】令和5年4月分～令和6年3月分（1年間分）

問市防災食育センター
☎33-0270

ポイ捨て・不法投棄は犯罪です

　ごみの不法投棄は、地域の自然環境を破壊し、生活環
境を脅かす重大な犯罪です。空き缶やたばこを捨てる「ポ
イ捨て」も犯罪です。
　不法投棄を行った場合は、5年以下の懲役もしくは
1,000万円以下の罰金、またはその両方が科せられます。
　啓発のぼり旗の設置などを行っていますが、依然とし
て一部の心ない人による不法投棄はなくなりません。ポ
イ捨てや不法投棄は、本人が罰せられるだけでなく、近
隣に住む人や通行人などにも多大な迷惑をかけます。絶
対にやめましょう。
問市美化センター
☎33-5782

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書、コロナワクチン接種証明書

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

市県民税 第3期
国民健康保険税 第4期
後期高齢者医療保険料 第4期
介護保険料 第4期

10月31日（火）までに納めましょう。

9 月3 日 に 矢 岳 高 原トラ イ ア
ルコ ースで 行 わ れ た「 九 州ト
ライアル 選 手 権 第 6 戦 宮 崎 大
会 」。各 種 クラス に、県 内 外 か
ら74 人のライダーが 出 場しま
した 。

Sマークは「安全・安心・清潔」の証明

　11月は、標準営業約款（ Sマーク）普及登録促進月間で
す。
　Sマークは、厚生労働大臣認可の標準営業約款に従っ
て営業している店舗の証しです。
　このSマークを店頭に表示している店舗は、「安全」、

「安心」、「清潔」が保証され、皆さんの信頼できる店選び
の大きな目安になります。
　また、万一の場合、事故賠償基準に基づいた補償が受
けられます。
問公益財団法人 宮崎県生活衛生営業指導センター
☎0985-25-1466

ご来場ください「市民表彰式典・地域
活性化活動実践報告会」

　市では、市の政治、経済、文化、その他各般にわたって
市政振興に寄与し、その功績が顕著な人や団体を表彰し
ます。
　また、表彰式典後には、市民団体による地域活性化活

動実践報告会も開催します。ぜひ、ご来場ください。
【開催日】11月3日（金・祝）
【時間】午前10時～
【場所】市文化センター ホール
【被表彰者】
［産業経済部門］神田 譲市さん
【発表予定団体】

①特定非営利活動法人えびの白鳥地域森林・歴史・文化等
を保存伝承する会
②子育て支援ソラマメ
※令和4年度えびの市ぷらいど21市民団体活動助成金活
用団体

【入場料】無料
問市企画課 秘書係（市民表彰式典について）
☎35-1111（内線 302）
問市民協働課 市民協働係（地域活性化活動実践報告会に
ついて）
☎35-1118（直通）

令和5年度の学校給食費を支援して
います

　市では、物価高騰等の影響を受けている小中学生の保
護者に対し、経済的負担の軽減を図るため、学校給食費
の支援を行っています。
■小学生の学校給食費を無償

【対象】市立小学校在籍児童・特別支援学校小学部に通学
する児童分

【期間】令和5年10月分～令和6年3月分（6カ月分）
【1食単価】219円

■中学生の学校給食費を無償
【対象】市立中学校在籍生徒・特別支援学校中学部に通学

祝！ 100歳
いつまでもお元気で

福島 フエさん
（末永）

9 月に 100 歳を迎えられた皆さんを紹介し
ます。
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写真：アカマツを這いあがるツタウルシ（撮影：令和3年10月29日）
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◀

※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

ツタウルシ Toxicodendron orientale ウルシ科 ウルシ属


